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研究成果の概要（和文）：中国新石器時代の遺跡からはコイ科魚類遺存体が大量に出土している。本研究では魚類遺存
体と漁撈具等の遺物について詳細な分析を行い、稲作開始期の漁撈と稲作の関係を明らかにした。
後氷期になって食糧資源の転換を迫られた人々は、水辺環境に産卵にやってくる魚群をみつけ、水辺の資源を利用する
ようになった。長江流域では、その中に野生イネが含まれ、漁撈とイネ採集のセットが成立、さらに生業活動はイネの
栽培やコイの養殖へと発展した。養鯉にともなう水を制御する技術は水田稲作に転用された。江蘇平原などで発達した
網漁撈技術は、その後、河南や山東へ広がり、稲作と切り離された漁撈技術として確立していく。

研究成果の概要（英文）：Cyprinid fish remains are excavated in large quantities from Chinese Neolithic sit
es.  In this project, to clarify the relationship of rice cultivation and fishery during rice cultivation 
onset, we examined a detailed analysis of fish remains and fishing gear.  People who forced the conversion
 of food resources in the post-glacial period, found fish that came to lay eggs in the water ecotone, and 
began to use the resources of the water front, including fish and wild rice.  And a set of fishery and gat
hering of rice was established and then carp forming and rice cultivation developed.   Technique for contr
olling the water associated with carp farming were diverted to paddy rice cultivation.  Net fishing techno
logy was developed in the set of fishery and rice cultivation in the Jiangsu plain and the Yangtze River b
asin spread to Henan and Shandong independently of the rice cultivation.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 本研究は，後氷期における環境の変化の中
で、経済活動の変化（狩猟経済から広範囲経
済，さらに農耕経済へ）を咽頭歯の研究から
明らかにすることを目的としている。すなわ
ち、稲作起源や農耕社会への発展の問題を、
魚と人との関係から解明しようとする新し
い研究である。 
稲作起源の研究は，近年，さまざまな分野
の学際的な共同研究によりイネそのものか
らの解明が進んでいる。農学，遺伝学や考古
学との共同研究では，野生イネと栽培イネと
を区分する新しい方法により，野生イネの栽
培化過程がより具体的に明らかにされつつ
ある。また，浙江省田螺山遺跡で行われた国
際共同調査では，自然遺物の科学的分析が学
際的に行われ，狩猟採集段階から農耕（稲作）
段階へと段階的に変化したという従来の説
を大きく覆す成果が出ている。つまり，稲作
初現期は，様々な食料を網羅的に獲得する広
範囲経済のもとにあり，その食料のひとつと
して野生イネが存在し，人間の選択により栽
培化されたという想定がなされた。これらの
研究は，言い換えるとイネと人の関係を探る
ものである。そして，広範囲経済はイネを
「one of them（中村 2008）」とすることにこ
れまでと異なる視点があった。しかし，稲作
起源の問題の中心は依然として「野生イネの
栽培化」であり，ほかの生業との関係につい
てはまだ本格的な研究が行われているわけ
でない。 
こうしたなか，魚類遺体を分析することで
人間の生業活動をも解明できる方法が近年
確立されつつある。長江流域から西日本にか
けての地域は、コイ科魚類が豊かな地域で、
多くの新石器時代遺跡から咽頭歯が大量に
出土している。それにもかかわらず、これま
で咽頭歯について、種の同定や詳細な分析は
ほとんど実施されてこなかった。 
 一方，人間側の魚との関わり合いを示すも
のとして漁撈関係遺物があるが，近年の中国
考古学においてほとんど注目されなくなっ
ている。とくに，中国新石器時代における研
究では、1990 年代に進められた甲元真之に
よる体系的な研究以降はほとんど行われて
いない現状である。甲元は，生業を構成する
様々なカテゴリーのひとつとして具体的な
漁撈活動とその地域性を明らかにしている。
黄河流域と東北地方では刺網、釣針、刺突具
に投網が加わっていく。長江下流域では刺網、
投網、刺突具が卓越し，釣針が見られるのは
殷代以降である。こうした長江下流域の特徴
は、水田稲作が行われる環境に適応したもの
と考えられている（甲元 1993）。こうした漁
撈具と漁撈活動の基礎研究が行われながら
も，その後，深化されることはなかった。 
 
２．研究の目的 
 研究開始当初の背景から、本研究では、長
江流域を中心に、中国の新石器時代遺跡から

出土する咽頭歯遺体の同定と分析を行い、漁
具などの遺物からの知見と合わせ、新石器時
代を通じての漁撈活動の変化を明らかにし、
コイ科魚類以外の動物遺体や農具などの遺
物の知見から、他の生業、とりわけ稲作との
かかわりを明らかにしようと考えた。また、
中国の考古学に咽頭歯研究という新しい方
法を定着させるために、咽頭歯の研究者を育
成することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、コイ科魚類から得られる情報
に基づいて、考古学に貢献することを目的と
している。そこで、魚類形態学で通常行う方
法によって、考古資料である咽頭歯遺体を扱
った。主として長江流域の新石器時代遺跡か
ら出土するコイ科魚類咽頭歯遺体について、
種の同定を行い、種類構成、体長推定などを
行い、どのように魚が捕られたかを示した。
魚類遺体に随伴する、あるいは同時代の漁具
を中心にした生業にかかわる遺物からの知
見と合わせ、水辺エコトーンでの漁撈活動が
他の生業とくに稲作とどのように関わって
いたのかを示した。コイ科魚類遺体の研究と
考古学との学際的研究を進める基盤を国際
的に構築した。そのため、長江流域での調査
研究の他、中国の考古学に咽頭歯研究を定着
させるため、中国の研究者を招聘して、咽頭
歯研究者の育成を図った。 
 
４．研究成果 
本課題では、稲作開始期の中国新石器時代
の遺跡と日本の縄文・弥生時代の遺跡から出
土するコイ科魚類咽頭歯遺存体の分析を行
った。主として分析を行った遺跡は、イネ遺
存体が出土する浙江田螺山遺跡（河姆渡文
化）、河南賈湖遺跡（裴李崗文化）および、
イネ遺存体が出土しない広西頂螄山貝塚（頂
螄山文化）である。その分析結果を以下に示
す。 
(1) 田螺山遺跡（7000 から 5500 年前） 
横 600mm、縦 800mm、深さ 400mm の魚骨が
密集したピット（魚骨ピット）に収められて
いた魚の個体数は、検出された歯の分析から、
約 1500 尾と推定され、その大部分がフナ
Carassius auratus である。そのほかに検出
されたコイ科魚類は、コイ Cyprinus carpio
と Culter alburnus である。その構成割合は、
88.6%、9.0%、2.4%である。コイ科以外の魚
は 0.1%に満たない。歯のサイズから、多く出
土するフナやコイの体長が復元された。フナ
やコイは何年かに渡って産卵することから、
産卵個体群を捕獲した場合、体長分布は成熟
したばかりの体長あたりにピークがあり大
きい体長に向かって減衰する体長分布を示
すが、田螺山遺跡のフナやコイの体長分布は、
性成熟したばかりの体長を中心とする正規
分布している。このことから、産卵期に刺網
漁によって捕獲されたのではないかと推定
された。しかし、田螺山遺跡からは漁網錘な



どは出土していない。 
(2) 賈湖遺跡（9000 から 7800 年前） 
 賈湖遺跡は 3 つの文化層（第 1 期：
9000-8600 年前；第 2 期：8600-8200 年前；
第 3期 8200-7800 年前）に分けられる。文化
層毎のコイ科魚類遺存体の分析が行われた。
その構成比は表１に示した。どの文化層とも
コイ属 Cyprinus が多い。第 2 文化層には、
Cyprinus longzhouensisという現在中国南部
の広西などに分布するものが当時河南まで
分布を北上させていたことが分かった。咽頭
歯のサイズからコイの体長分布が推定され、
文化層毎に体長分布のパターンが異なるこ
とが分かった（図１）。 

 
 第 1 文化層では性成熟している体長
（300-350mm）にピークがあり、第２文化層
では体長200-250mmにピークがある分布をし、

第 3 文化層で
は、2つのピー
クが見られ、
大きなピーク
は 150-200mm
で、もう一つ
の ピ ー ク が
350-400m であ
った。これは、
弥生時代の朝
日遺跡から出
土するコイの
体長分布と同
じパターンを
示している。
このような体
長分布のパタ

ーンは当歳魚を捕獲する原始的な養鯉を行
っていた証拠と考えられる。 
図１ 賈湖遺跡出土のコイの 

文化層毎の体長分布 

 
(3) 頂螄山貝塚（8000-7000 年前） 
広西チワン族自治区の南寧市郊外の邕寧
に位置する貝塚。イネ遺存体は見つかってい
ない。この遺跡からは、大量のコイ属
Cyprinus の他、バルブス亜科、アオウオ、
Megalobrama、Elopichtys などの咽頭骨（歯）
遺存体が見つかっている。コイ属遺存体には、
コイ Cyprinus carpio も含まれるが、大部分
がコイ属の絶滅種 Cyprinus yonningensis で
あることが分かった。 
これらの中国新石器時代の遺跡から出土
したコイ科魚類遺存体の分析結果、日本の縄
文・弥生時代の遺跡からのコイ科魚類遺存体
の分析結果、および漁撈具についての調査結
果に基づいて漁撈と稲作の関係について以

下のフェーズにわけて考えることができる。 
フェーズ１：広範囲経済のもとでの漁撈と
イネの採集 
自然環境に存在する食糧資源を広範囲に
利用する広範囲経済のもとで、水辺環境の資
源も利用された。決まった季節に産卵にやっ
てくるフナやコイはあてになる食糧資源で
ある。 
水辺環境に資源を求めるきっかけは、産卵
するフナやコイであったと考えられる。野生
イネが自生していた当時の長江流域では、さ
まざまな生業の組み合わせの中で、漁撈とイ
ネの採集というセットが成立する。しかし、
２つの生業は季節的にずれている。漁撈は春
から初夏、採集は秋である。このずれは、季
節的に様々な資源を求めること、「捕れる時
に捕り、保存する」戦略によって、水辺環境
での定住を可能にした。産卵期の漁撈や保存
食への加工の証拠は、田螺山遺跡や日本の縄
文・弥生時代の多くの遺跡で見つかっている。 
フェーズ２：漁撈（原始的養鯉を含む）と
稲作のセットの発展 
コイを対象とする産卵期の漁撈は、原始的
養鯉へ、イネの採集は原始的稲作へと発展す
る。産卵期のフナやコイを捕った後、その産
卵場に半栽培的にイネを栽培することが始
まる。田螺山遺跡、河姆渡遺跡、あるいは日
本のイネ遺存体が検出される縄文時代の遺
跡でこのような組合せが成立していたと思
われる。また、「捕れる時に捕り、蓄える」
戦略は、生きたままコイを保存する蓄養へと
形を変える。性成熟した産卵期に捕獲され蓄
養されたコイは、自然に産卵し仔稚魚が育ち、
その幼魚（当歳魚）を秋に回収する原始的な
養鯉が始まる。原始的な養鯉の証拠は、弥生
時代の朝日遺跡で見つかっている。朝日遺跡
のコイの体長分布は、２つのピークをもち、
第１のピークは体長100-200mmの未成熟魚に
あり、第２のピークが 300mm 以上の成熟魚の
体長にあるパターンになる。このような体長
分布を示すのが賈湖遺跡第３文化層、日本の
弥生時代遺跡（朝日遺跡、唐古・鍵遺跡、南
方遺跡など）、また縄文時代の粟津貝塚であ
る。コイの蓄養や原始的養鯉には、水を制御
する技術が必要で、この技術はイネの栽培に
も応用されたはずである。 
フェーズ３：漁撈（養鯉を含む）と水田稲
作のセットの発展 
水田稲作には、効率的にイネを栽培するシ
ステムとしての水田を作る土木技術と水を
制御する技術が必要である。これらの技術の
一部は養鯉によって培われ、水田を営む技術
に転用されたはずである。水田は水辺環境を
陸域に作り出し、フナやコイの産卵場、その
仔稚魚の養育上を創出し、これらの人為的環
境を利用してフナやコイなどは個体数を増
やしたはずである。一方、人は魚を捕りやす
い水田を作った可能性がある。実際、日本の
弥生時代の遺跡からは漁網錘の出土が少な
くなり、漁具を使わない漁撈が行われていた



といわれている。 
中国では頂螄山貝塚から絶滅種が見つか
っているが、日本列島では縄文時代から弥生
時代にかけていくつものコイ科魚類が絶滅
している。これは淡水環境が大きく変化した
ためで、人為的環境を利用できなかった遺存
的な魚種が絶滅したためであると考えられ
る。 
フェーズ４：独立していく漁撈と稲作 
 日本の弥生時代以降や中国の漢代になっ
て水田漁撈が盛んに行われるようになって
いる一方、養鯉をふくめた淡水漁撈と稲作が
それぞれの生業として独立していったと考
えられる。 
漁網錘の分布の調査から見てみると、長江
型土錘は、最も古い記録として、馬家浜文化
（圩墩遺跡）や北辛文化（北辛遺跡）から見
つかり、良渚文化併行期では、湖北省好石橋
遺跡、河南省下王崗遺跡まで広がる。龍山文
化併行期になると、遼東半島まで広がってい
く。管状土錘も北辛文化・馬家浜文化が最古
例で、その後、大墩子遺跡、崧沢遺跡などが
続く。崧沢文化段階までの管状土錘は江蘇省
内に限られる。良渚文化併行期になると、西
は湖北省まで広がるが江蘇平原一帯に分布
することには変わりない。龍山文化段階にな
ると、いっきに河南や山東まで広がり、遼東
半島先端部にも出土するようになる。これら
漁網錘は長江流域で、広範囲経済の漁撈と稲
作のセットの中で起源し、イネの伝播よりも
やや早く河南から山東、遼寧へと分布を広げ
ている。また、殷代には養鯉が行われており、
長江流域では春秋時代には産業として行わ
れていることが文献からわかる。稲作経済へ
発展する中で、水田漁撈が盛んになる一方で
養鯉を含む漁撈が独立の生業として成り立
っていったのではないかと推定される。 
 本課題ではコイ科魚類咽頭歯遺存体の分
析により、上述の(1)から(3)のフェーズにつ
いて、そして漁撈具の調査から、(4)にいた
るフェーズが明らかになった。(4)以降のフ
ェーズについては、日本列島の弥生時代の遺
跡を含めて、稲作社会成立期の魚類遺存体や
漁撈具の調査が必要であり、今後の課題とな
っている。 
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